住宅改修工事奨励金　Ｑ＆Ａ


１．補助対象者に関すること

Ｑ1-1　 住宅の所有者以外でも申請が可能ですか？
Ａ1-1　 原則として、自らが居住し所有している住宅の改修工事を行う方が対象です。
ただし、申請者（改修工事を行う者）が、申請者の親・子などが所有する住宅（改修工事を行う住宅）に居住している場合は対象になります。

Ｑ1-2   同居する祖父（祖母）が所有者の場合、祖父（祖母）に代わって、申請することはでき
ますか？
Ａ1-2　 申請者が所有者である親族と同居している場合は申請が可能です。申請の際は親族関係及び同居の有無を証明できる書類（住民票等）を添付して下さい。
Ｑ1-3　　施工業者による代理申請は出来ますか？

Ａ1-3　　委任状を添付することにより、代理申請できます。
Ｑ1-4 　単身赴任で町外に居住していますが、家族が住んでいる町内の住宅について、申請をすることができますか？
Ａ1-4　 自ら居住していることが要件になりますので、居住しているご家族の方が申請を行ってください。また、その場合は、申請者と住宅の所有者が家族であることを証明できる書類（戸籍抄本等）を添付してください。
Ｑ1-5　 所有者が共有名義（複数名義）の場合、代表で申請することは可能ですか？
Ａ1-5　 可能です。ただし、共有名義の場合は、共有者の同意書（様式は任意）を添付してください。
Ｑ1-6　 町税等の未納が有った場合は、どのような取扱になりますか？
Ａ1-6　 申込者に滞納が有った場合、未納の状態が解消された時点で交付対象とします。
２．補助対象住宅に関すること
Ｑ2-1 　どんな住宅が対象になりますか？
Ａ2-1　 申請者が現に居住している持家住宅が対象になります。
Ｑ2-2　 賃貸住宅や社宅は対象になりますか？
Ａ2-2　 対象になりません。持ち家（自らが居住し所有している住宅）が対象ですので、賃貸住宅の所有者（大家さん）が工事を行なう場合も対象になりません。
Ｑ2-3 　住宅（母屋）とは別棟の車庫や物置などを改修する工事は対象になりますか？
Ａ2-3　 母屋と別棟の車庫や物置の工事は対象外です。
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Ｑ2-4 　中古住宅を新たに取得して改修工事を行う場合は助成の対象になりますか？
Ａ2-4　 条件を満たせば中古住宅購入の奨励金と、住宅改修工事の奨励金は併用可能です。完成後、対象住宅に住所を異動した後に奨励金を交付します。
Ｑ2-5 　併用住宅の場合も対象になりますか？
Ａ2-5　 併用住宅の場合は、住居部分の改修工事のみが対象になります。屋根の工事などで、住居部分とその他の部分の改修工事に分けられない場合は、床面積で按分して対象改修工事費を算出して下さい。
３．補助対象工事に関すること
Ｑ3-1   どんな工事が対象になりますか？
Ａ3-1 　住宅の改修工事に要する費用が50万円（税込み）以上で、町内業者と請負契約を締結する改修工事が対象です。対象となる改修工事の種類については、別添の対象改修工事・対象外改修工事一覧を参照して下さい。
Ｑ3-2　 町内業者とはどのような業者ですか？
Ａ3-2　 建設業法（昭和２４年法律第１００号）第２条第３項に規定する知事の許可を受けた、津別町内の個人事業者又は町内に本支店を置く法人事業者のことをいいます。
Ｑ3-3 　 設備工事と増築工事を別々に契約した場合、両方とも補助対象になりますか？
Ａ3-3　　改修工事費の合計額を補助対象とすることができます。各見積書の写しを添付してください。
※ 合計額が50 万円以上であり、まとめて１回で申請することが必要です。
Ｑ3-4 　 改修工事にはいつから着手できますか？
Ａ3-4　　申し込み期間内に申し込み、奨励金対象改修工事として承認通知された後に着手して下さい。
Ｑ3-5　  改修工事に取り掛からなければ、申請の前に契約してもよいですか？
Ｑ3-5　　既に契約している場合は対象にならないのですか？
Ａ3-5　　予算の範囲内での奨励金の交付となりますので、申込者多数の場合は抽選となる可能性もありますので、事前に契約を結んでも奨励金の対象とならない可能性もあります。また、契約の内容によっては、奨励金の対象とならない部分は除かれますが、契約内容に変更が生じる可能性もありますので、事前に申し込み、見積もりだけ済ましておいて、交付決定後に契約を締結したほうが、スムーズに事が運ぶのではと思います。
Ｑ3-6　　改修工事を行なう業者は、建設業の登録や、何か資格を持っていないといけないのですか？
Ａ3-6    助成を受けるにあたって、建設業の登録が必要です。
Ｑ3-7 　 家電の購入・設置も対象になりますか？
Ａ3-7　　家電製品の購入・設置は対象になりません。
Ｑ3-8　  自分で材料を買ってきて工事をした場合は対象になりますか？また、大工さん本人が自宅を改修工事する場合は、補助対象になりますか？
Ａ3-8　  対象になりません。町内業者（Ｑ3-2 参照）と請負契約を締結する改修工事が対象です。
4．申請手続きについて
Ｑ4-1　 既に改修工事が終わっている（若しくは、既に着工している）が申し込みは出来ますか？
Ａ4-1　 対象とはなりません。奨励金の交付決定は、改修内容や金額が基準に適合しているか審査を行ってから交付決定するためです。

Ｑ4-2   対象工事と対象外工事がある場合は、契約書や見積書を分ける必要がありますか？
Ａ4-2　 契約等を二つに分ける必用はありません。対象部分と対象外部分がわかる見積り書を添付してください。
※ 対象部分の工事費が50万円以上であることが必要です。
Ｑ4-3　 申請書類の一部を書き間違えました。書き直しですか？
Ａ4-3 　間違えた部分を訂正し、申請者の訂正印を押してください。
Ｑ4-4   申請窓口はどこですか？
Ａ4-4   津別町役場建設課住宅担当窓口（℡ 77-8390）になります。
Ｑ4-5   郵送でも申請できますか？
Ａ4-5　 郵送やファックスでの受付はできません。窓口へ申請書類を持参して下さい。
Ｑ4-6   申請書はどこに行けばもらえますか？
Ａ4-6   担当窓口で配布しているほか、ホームページからダウンロードも出来ます。
Ｑ4-7   改修工事の時期は未定ですが、とりあえず補助金の申請だけを行うことは可能ですか？
Ａ4-7　 奨励金の申請に当たっては、改修工事の見積書等のコピーの提出が必要ですので、リフォームの工事内容が具体的になっていない段階では申請はできません。また、年度内に改修工事が完了、改修工事代金の支払いが済むことが必要です。
Ｑ4-8　 町が実施する他の補助事業と併用することは可能ですか？
Ａ4-8　 可能です。但し、他の補助金対象の費用と重複することは出来ません。
　※　町が実施する他の住宅改修関係補助事業と担当
⇒「障害者自立支援法に基づく住宅改修事業」「介護保険法に基づく住宅改修事業』
お問合せ先：保健福祉課　介護保険係 
⇒『津別町太陽光発電システム導入支援事業補助金』
お問合せ先：産業振興課　再エネ推進係 
⇒『津別町木質ペレットストーブ導入支援事業補助金』
お問合せ先：産業振興課　再エネ推進係 
Ｑ4-9    改修工事着手後に改修工事の内容を変更する場合は、何か手続きが必要ですか？
Ａ4-9　 「変更申請」等の手続きが必要になる場合があります。改修工事内容が申請内容から変更になる場合は、事前に必ず担当窓口にご相談ください。
5．その他

Ｑ5-1 　奨励金は上限額以内であれば何回でも受けられますか？
Ａ5-1 　１住宅当たり１回限りです。１回目の申請で５０万円の上限額に達していない場合でも２回目の申請はできません。
Ｑ5-2 　予算が無くなった場合は、奨励金はもらえないのですか？
Ａ5-2　 申し込み期間内に受け付けて、予算を超える場合は抽選となる場合があります。
Ｑ5-3 　完了届の提出際に領収書が必要とのことですが、クレジット払いの場合はどうしたらよい
ですか？
Ａ5-3　 クレジット払いやローンによる支払の場合は、クレジット会社などから請負業者に工事代金が振り込まれたことを示す書類（振込通知書や代金が振り込まれた通帳のコピー等）を添付してください。
· 請負業者に改修工事代金全額が支払われなければ、奨励金の交付はできません。
Ｑ5-4　 ローンによる改修工事代金の支払が、年度内に間に合わない場合はどうしたらよいですか？
Ａ5-4　　やむを得ない事情で支払いが年度内に間に合わない場合は、間に合わないことが判明した　　　　　　　時点ですみやかに担当窓口にご相談ください。
